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修士論文要旨
問題と目的
　実験場面における適応的な認知コントロールとは，正確
なエラー検出が可能で，エラー後は正答率を上げようとい
う意図から反応時間が遅くなるが，正答率は上がっていく
という状態を指す（Hajcak, McDonald, & Simons,
2003）。課題のエラー検出やエラー後の反応選択が機能的で
あるかのパフォーマンス・モニタリングは前帯状皮質
（anterior cingulate cortex：ACC）が司っているが
（Holroyd & Yeung，2012），抑うつ者の場合，反応葛藤
課題でエラーを犯すと，パフォーマンス・モニタリングの
低下から反応時間は健常者よりもさらに遅くなるだけでな
く，健常者とは逆に，エラー検出後に反応時間が遅くなっ
ても正答率が下がっていくと考えられている（Holmes, & 
Pizzagali, 2008）。本研究では，先行研究で認められてき
た抑うつ傾向者のパフォーマンス・モニタリングの非機能
性が具体的にパフォーマンス自体に問題があるのか，もし
くはエラー反応後の行動修正に問題があるのかを検討し
（研究１），さらにはその非機能性を改善するためのタスク・
スウィッチング訓練を行い，パフォーマンス・モニタリン
グに効果が認められるかどうかの介入を行うことを目的と
した（研究２）。
【研究１】　　　　　　　　方法
　実験は，関東の大学生21名を対象に行った。実験参加者
は，BDI-Ⅱ抑うつ尺度の得点から抑うつ高群，抑うつ低群
に割り付けられた。BDI-Ⅱの他には注意機能尺度，RRQ
反芻尺度を測定し，実験課題には，空間ストループ課題
（Masaki et al.，2011）を用いた。
結果
　全体の課題正答率，課題反応時間，エラー後正答率，エ
ラー後反応時間のいずれにおいても抑うつ高低による有意
な差は認められず，課題の正答率も90％以上とほとんどの
実験参加者が適応的な認知コントロールを示した。また反
芻と課題正答率間，反芻と反応時間には有意な相関は認め
られなかった。一方で，注意機能尺度の下位尺度“注意の
持続と集中”を共変量として一致試行課題の反応時間を従
属変数に，そして抑うつの高低群を独立変数とした共分散
分析を行ったところ，５％水準で抑うつ高群の反応が抑う
つ低群と比較して有意に低いことが認められた（p<.05）。
【研究２】　　　　　　　　方法
　実験参加者は，研究１と同じ実験参加者に依頼し，研究１
と同じ測度（実験課題，心理尺度）を用いた。介入課題は
ACCの機能向上の可能性が示唆されているタスク・ス
ウィッチング課題を用い，抑うつ高群８名に６日間の訓練
を依頼した。訓練では画面中央に反応すべき教示と刺激が
同時に提示される。教示は課題の試行ごとに変化するため，
即時的な注意の切り替えが求められる。
結果
　タスク・スウィッチング訓練の効果をみたところ，課題
の正答率や反応時間には抑うつ高群の向上は認められな
かった。一方で，抑うつ度に関しては，抑うつ高群で有意
に低下し，抑うつ低群との間に有意な差も認められた
（p<.01）。反芻に関しては訓練による効果は認められず，注
意機能に関しては介入前よりも実験参加者全体に注意機能
の低下がみられた（p<.01）。
総合的考察
　抑うつ傾向者のパフォーマンス・モニタリングについて，
パフォーマンス自体には抑うつ低群と比較して特段問題は
認められず，エラー反応後の行動修正にも不備は認められ
なかった。反芻特性が課題成績の低下に関連しているかに
ついても有意な相関は示されなかった。一方で，注意機能
の持続力と集中力という変数を統制すると，課題の反応時
間において，抑うつ低群が有意に速い反応を示すことが示
唆され，これに関しては抑うつの衝動性が起因したもので
はないかと考える。その結果から，抑うつ者のパフォーマ
ンス・モニタリングに非機能性があるとすれば，抑うつの
衝動性が認知コントロールに影響を及ぼしている可能性が
示唆された。
　さらにタスク・スウィッチング訓練によって抑うつ高群
の抑うつ度が低下した可能性は示されたが，訓練後に反芻
特性に低下が見られなかったこと，注意機能が低下したこ
とから，完全な訓練の効果が抑うつを低下させたかは判断
し難い。今後は，訓練の効果がより明確となるための実験
デザインの検討が必要である。
抑うつ傾向者の認知コントロールへの
タスク・スウィッチング訓練の効果の検討
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